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適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
廃
棄
物

（
ご
み
）
を
燃
や
す
こ
と
を
「
野
焼

き
」
と
言
い
、「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、

「
廃
掃
法
」
と
い
い
ま
す
）」
で
原
則

と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
野
焼
き
」
に
は
、
地
面
で
直
接

焼
却
を
行
う
場
合
だ
け
で
な
く
、
ド

ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素
掘
り

の
穴
・
法
で
定
め
ら
れ
た
基
準
を
満

た
し
て
は
い
な
い
焼
却
炉
で
の
焼
却

行
為
な
ど
も
含
ま
れ
、
一
般
家
庭
で

の
ご
み
の
焼
却
行
為
は
ほ
と
ん
ど

「
野
焼
き
」
に
該
当
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

ご
み
を
燃
や
さ
な
い
で
！
 

ご
み
を
燃
や
さ
な
い
で
！
 

ご
み
を
燃
や
さ
な
い
で
！
 

野
焼
き
と
は
？



野
焼
き
（
野
外
焼
却
）
が
禁
止
に

な
っ
て
か
ら
四
年
余
り
が
た
ち
ま
し

た
が
、
野
焼
き
に
関
す
る
苦
情
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
住
み
よ
い
環
境

を
未
来
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

庭
先
や
空
き
地
、
畑
な
ど
で
の
ご

み
の
焼
却
は
、
悪
臭
だ
け
で
な
く
、

猛
毒
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
し
、

人
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

野
焼
き
は
本
人
だ
け
で
な
く
、
周

囲
や
近
所
の
人
に
も
大
変
迷
惑
な
行

為
で
す
。
ご
み
は
、
市
の
基
準
に
従

い
分
別
し
て

出
し
ま
し
ょ

う
。

●
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
、
や
む
を

得
な
い
物
と
し
て
行
う
物
で
、
稲

わ
ら
・
間
伐
し
た
枝
・
魚
網
に
付

着
し
た
海
産
物
な
ど
の
焼
却

●
焚
き
火
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

で
の
木
く
ず
な
ど
日
常
生
活
を
営

む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
軽
微
な

も
の

●
風
俗
習
慣
・
宗
教
上
の
行
事
を
行

う
た
め
の
も
の
で
、
火
祭
り
（
正

月
に
門
松
や
し
め
縄
を
燃
や
す
行

事
）
な
ど

●
災
害
の
予
防
、
復
旧
の
た
め
に
行

わ
れ
る
焼
却

●
国
や
地
方
公
共
団
体
が
管
理
上
行

う
た
め
の
焼
却

以
上
の
よ
う
な
も
の
は
、
例
外
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
た
だ
し

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
焼

却
で
あ
っ
て
も
、
住
宅
密
集
地
や
農

地
・
山
林
な
ど
の
地
域
の
状
況
に
よ

っ
て
は
、
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
上

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

煙
や
に
お
い
に
よ
っ
て
洗
濯
物
や

布
団
が
汚
れ
た
り
、
煙
が
目
に
し
み

た
り
、
気
分
が
悪
く
な
る
こ
と
な
ど

の
被
害
が
起
こ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
や
む
を
得
ず
行
う
場
合
は
、
風

の
向
き
や
強
さ
・
時
間
帯
・
周
辺
の

環
境
な
ど
に
十
分
注
意
し
、
ご
近
所

に
一
声
か
け
た
り
と
い
っ
た
配
慮
も

必
要
で
す
。

野
焼
き
を
行
う
と
、
そ
の
煙
が
悪

臭
や
大
気
汚
染
の
原
因
と
な
る
た

め
、
周
辺
の
方
々
に
大
変
な
迷
惑
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
野
焼
き
で
は
通
常
焼
却
温

度
が
二
〇
〇
℃
〜
三
〇
〇
℃
程
度
に

し
か
な
ら
な
い
た
め
、
燃
や
す
も
の

に
よ
っ
て
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生

原
因
と
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。ご

み
や
不
要
な
も
の
を
野
焼
き
す

る
と
、「
野
焼
き
を
行
っ
た
者
に
は

５
年
以
下
の
懲
役
、
一
千
万
円
以
下

の
罰
金
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。」
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「
野
焼
き
」は

法
律
違
反
！

家
庭
の
ご
み
燃
や
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

例
外
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

野
焼
き
は

な
ぜ
い
け
な
い

の
で
し
ょ
う
？

法
律
違
反
し
た
ら

ど
う
な
る
の
？

注意！
＊法令
廃掃法
第16条の2第3号
同施行令
第14条

罰則！
＊法令
廃掃法
第25条の1第10号

家
庭
の
ご
み
燃
や
し
て
い
ま
せ
ん
か
？



●
過
剰
な
包
装
の
商
品
は
避
け
、
い

ら
な
い
包
装
は
断
り
ま
し
ょ
う
。

●
分
別
す
る
こ
と
で
資
源
と
な
る
ご

み
は
、
正
し
く
分
別
し
て
定
め
ら

れ
た
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
資
源
回
収
な
ど
地
域
活
動
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
が
取
り
組
め
る
こ
と
と
し

て
、
ま
ず
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
に

心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
生
ご
み
や
草
木
な
ど
は
自
然
に
も

ど
し
ま
し
ょ
う
。

●
買
い
物
の
際
に
は「
マ
イ
バ
ッ
グ
」

を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。
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野
焼
き
を
な
く
す
た
め
に

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
！

●
使
い
捨
て
商
品
は
、
な
る
べ
く
買

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
使
え
る
物
は
修
理
し
て
長
持
ち
さ

せ
、
再
利
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

まず第一に 

た
い
へ
ん
 

よ
く
 

で
き
ま
し
た
。 

た
い
へ
ん
 

よ
く
 

で
き
ま
し
た
。 

た
い
へ
ん
 

よ
く
 

で
き
ま
し
た
。 

野
焼
き
を
な
く
す
た
め
に

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
！

私たちのすばらしい景観や自然を

次世代に引き継ぐために　きれいな環境をみんなでつくり

美しい自然を守っていきましょう



阿
波
市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
資
源
化
を
図

る
た
め
に
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
購
入
に
対
す
る
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
の
対
象
と
な
る
の
は
、
阿
波
市
内
に
住
所
を
有

す
る
方
で
、
一
世
帯
に
つ
き
一
基
で
す
。

補
助
金
の
額
は
、
三
万
円
を
限
度
と
し
、
購
入
価
格
の

二
分
の
一
以
内
と
し
ま
す
。

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
設

置
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書

の
受
付
を
市
役
所
環
境
衛
生

課
ま
た
は
も
よ
り
の
支
所
で

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
書
の
他
に

●
処
理
機
の
カ
タ
ロ
グ

●
購
入
先
の
領
収
書
の
写
し

●
保
証
書
の
写
し

●
設
置
場
所
の
写
真

等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
を
交
付
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
口
座
振
り
込
み

と
な
り
ま
す
の
で
、
通
帳
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
波
市
環
境
衛
生
課

蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
七
八
〇
三
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市町村合併に伴う電話帳（ハローページ）の収録エリア変更 

現状（平成16年12月発行） 変更後（平成17年12月発行） 

＊新版名は「吉野川・阿波市版」に変更 

版　名 収録市町村名 版　名 収録市町村名 

版　名 収録市町村名 版　名 収録市町村名 

吉野川市 吉野川市 

阿波市 

徳島市 

鳴門市 

徳島市 

鳴門市 

阿波郡 

板野郡 

板野町・藍住町・ 
北島町・松茂町・ 
上板町・吉野町・ 
土成町 

板野町・藍住町・ 
北島町・松茂町・ 
上板町 

石井町・神山町 

佐那河内村 

石井町・神山町 

佐那河内村 名西郡 

名東郡 

板野郡 

名西郡 

名東郡 

阿波町・市場町 
鴨島地区版 吉 野 川 ・ 

阿 波 市 版  

徳島地区版 
徳島地区版 

蛬

購
入
を
補
助
し
ま
す
！

ご
希
望
の
方
は

交
付
決
定
通
知
を
受
け
た
と
き

（
阿
波
市
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
設
置
事
業
）

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

お役立ち
情報！！
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阿
波
市
で
は
先
月
八
日
〜
十
七
日
ま
で
の
十
日
間
、
交
通
死
亡
事
故
多
発

警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
多
発
警
報
は
、
短
期
間
（
一
カ
月
以
内
）
に
お
い
て
交
通
死
亡
事
故

が
三
件
発
生
し
た
た
め
、
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

痛
ま
し
い
交
通
死
亡
事
故
！
こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

阿
波
市
で
は
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
各
方
面
で
事
故
抑
止

対
策
協
議
や
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

阿
波
市
で
は
先
月
八
日
〜
十
七
日
ま
で
の
十
日
間
、
交
通
死
亡
事
故
多
発

警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
多
発
警
報
は
、
短
期
間
（
一
カ
月
以
内
）
に
お
い
て
交
通
死
亡
事
故

が
三
件
発
生
し
た
た
め
、
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

痛
ま
し
い
交
通
死
亡
事
故
！
こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

阿
波
市
で
は
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
各
方
面
で
事
故
抑
止

対
策
協
議
や
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★制限速度を守りスピードを出し過ぎない
★安全確認は二度三度と確実にする
★行けるだろうか？と迷ったら待つ方を選び無理をしない
★シートベルト・チャイルドシートの着用を徹底する

●伊沢小学校児童代表交通安全標語
『よく見たね　車こないね　だいじょうぶ』

事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を
め
ざ
そ
う
よ

事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を
め
ざ
そ
う
よ
！ 
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を
め
ざ
そ
う
よ

事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を
め
ざ
そ
う
よ
！ 
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を
め
ざ
そ
う
よ
！ 

蜷
阿
波
市
伊
沢
地
区
運
動
会
に
お
い
て
、

伊
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
交
通
安
全
母
の
会

と
児
童
に
よ
る
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
に
あ
わ
せ
た
パ
レ
ー
ド

蜷
阿
波
警
察
署
交
通
課
へ
伊
沢
小
学
校
児
童

が
交
通
安
全
宣
言
！

高齢者の交通安全 「1日、1日の安全を大切に！」 高齢者の交通安全 「1日、1日の安全を大切に！」 
早朝の散歩など、 
車が少ないときも油断禁物 朝 

●近くの横断歩道を必ず
利用する。 
●クルマ側の注意をあて
にせず、自分で安全を確
かめる。 
●車が通り過ぎても、もう一度、
右・左を確かめてから渡る。 

見えてるつもりの 
薄暗がりにご用心 
見えてるつもりの 
薄暗がりにご用心 夕 

ウッカリ、ボンヤリが、 
多くの事故の引き金に 昼 

●黄（青点滅）信号は次の青
まで待つ。 
●青信号でも右・左折車に
注意。 
●駐車車両の陰から横断し
ない。 
●自転車は、一時停止を必
ず守る。 

●買い物は明るいうちにすま
せる。 
●渋滞の切れ目から渡らない。 
●車の速さ・車との距離の見き
わめを慎重に。 

夜は特に、自分でしっかり 
安全確認 夜 

●交差点では右・左折車に
注意。 
●外出には、明るい色の服
や反射材を身につける。 
●自転車は必ずライトを
つける。 

見せて、見られて、安全アップ！！ 
夕方から夜にかけては、夜光反射材を活用しましょう。 

9月18日
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あ
な
た
の
住
所 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局 

あなたの郵便番号 

①郵便番号　②住所 
③氏名　④年齢 
⑤職業　⑥電話番号 
⑦歌う曲目と歌手名 
⑧選曲理由 

7 7 0 8 5 4 4

あ
な
た
の
氏
名 

「
の
ど
自
慢
」 

出
場
係 

ま
た
は 

観
覧
係 

出場申込者は 

①郵便番号　②住所 
③氏名　④電話番号 

観覧申込者は 

東京交響楽団との共演のため結成された土成中学校合唱団と、地元コーラスグループ「コールブルーメ阿波」のメ

ンバーのみなさんも、練習に力が入ります。土成中学校では、お昼休みを利用して音楽室で練習。コールブルーメ阿

波では、夜の８時から伊沢公民館で練習。現在は、それぞれが違う場所で熱心に練習をしていますが、来る１０月１６

日には、交響楽団と土成中学校合唱団とコールブルーメ阿波のみなさんが、いよいよリハーサル。

みなさん緊張しないで、頑張ってください。 《合唱曲》夏の思い出　いい日旅立ち　大地讃頌

出
場
申
込
み
ま
た
は
観
覧
申
込
み
、
ご
希
望
の
方
は
、
往
復
は
が
き
に
左

記
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
出
場
申
込

十
月
七
日（
金
）
必
着
　
○
観
覧
申
込

十
月
十
四
日（
金
）
必
着

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
「
の
ど
自
慢
」
係

蕁（
〇
八
八
）
六
二
六
―
五
九
九
六
（
平
日
十
時
〜
十
八
時
三
〇
分
）

阿
波
市
役
所
企
画
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
四
一
一
二
（
八
時
三
〇
分
〜
十
七
時
）

前川　清

石原　詢子

ゲ ス ト

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
自
慢 

公
開
生
放
送

公
開
生
放
送
が 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
自
慢 

公
開
生
放
送

公
開
生
放
送
が 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢 

公
開
生
放
送
が 

阿
波
市
に
や
っ
て
く
る  

十
一
月
十
三
日（
日
） 

＆ 土成中
学校合唱団 コー

ルブルーメ阿波
＆ 土成中

学校合唱団 コー
ルブルーメ阿波

宝くじは、広く社会に 
役立てられています。 

東京交響楽団 
土成農業者トレーニングセンター（体育館） 
入場料金 ： 全席自由  1,000円 
入場券前売所 ： 阿波市役所まちづくり推進課または吉野・土成・市場各支所地域振興課 
【問い合わせ先】阿波市企画部まちづくり推進課  蕁（0883）35－4112

前売券好評発売中 

♪練習にも　　が入っています♪ 

雪
解け
間近の

～

北の
空～に

向～

い

雪
解け
間近の

～

北の
空～に

向～

い

夏

が来
れば 思い出

す

遥かな
尾瀬 遠い

空

夏

が来
れば 思い出

す

遥かな
尾瀬 遠い

空



８月２３日貂、阿波市総合福祉センター

で、阿波市民生委員・児童委員研修会が開

催されました。

阿波市民生委員・児童委員連絡協議会、

佐藤米子会長の開会あいさつの後、小笠原

市長から「急速に進行する少子・高齢社会

の中で、住民の方々が抱える問題は、複雑

多様化しております。地域福祉の推進役と

して、住民の方々が安心して暮らせるよう、地域住民

の良き相談相手として、また、行政と住民のパイプ役

として、格別のご協力をお願い申しあげます」とあい

さつがありました。

その後、研修会に移り、行政説明“健康福祉部の業

務について”地域福祉課、長寿障害福祉課、子育て支

援課、健康推進課、介護保険課の各担当課長から説明

がありました。

次に、“改革時代の福祉について”日本赤十字社徳島県支部事務局長鎌田啓三氏より「少子高齢化時代の深まる中、

年金、医療、介護の社会保障制度の改革等、福祉を取り巻く諸情勢は変革しています」と熱のこもった講演がありま

した。

阿波市福祉事務所での初めての研修会、民生委員・児童委員として、住民の立場に立って相談・支援活動を続けて

いくためには、研修・学習により自己研鑽をしていくことが欠かせません。委員の皆さんは大変熱心に研修されてい

ました。

阿波市内には、１０８名の民生委員・児童委員がいます。委員のみなさんは常に社会奉仕の精神をもって、社会福祉

の増進に努めています。

民生委員・児童委員連絡協議会は、従来どおりの活動をしています。ご相談は、地域の民生委員・児童委員にして

ください。
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民生委員・児童委員は、地域住民の福祉向上のために、昭和２３年に制定された民生委員法に基づいて厚生労働大

臣が委嘱する民間の奉仕者で児童福祉法による児童委員も兼ねています。その職務は、住民の生活状態の適切な把握、

要援助者への相談・援助、福祉サービスの情報提供、社会福祉事業者との連携・支援、関係行政機関の業務協力など

で、社会福祉の精神に基づく活動を行っています。

もし、生活をする上で困ったことがあったり、福祉のことでわからないことがありましたら地域の民生委員・児童

委員に相談してください。

主任児童委員は平成６年１月１日に設置されました。その後、改選時期の統一や主任児童委員の法定化、定数の変

更などがあり、現在に至っています。

主任児童委員は担当区域をもたず、児童の福祉に関することを専門的に担当する委員として、児童相談所など児童

の福祉に関する機関と区域担当児童委員との連絡調整を行うとともに、子どもを産み育てる環境づくりをめざした活

動を行う際にはその中心的役割を果たし、関係機関や区域担当児童委員と連携して積極的に活動します。

また、個別事例への対応が必要な場合は、区域担当児童委員と調整・相談のうえ、協力して援助にあたります。

児童の権利が著しく侵害されている場合などは、関係行政機関への連絡通報や意見具申をします。

【問い合わせ先】阿波市福祉事務所地域福祉課（市場支所） 蕁（０８８３）３６－６８１１

民生委員・児童委員研修会 民生委員・児童委員研修会 民生委員・児童委員研修会 阿波市 

民 生 委 員 ・ 児 童 委 員

主 任 児 童 委 員
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景品 
総額 100万円 

ふ 　 る 　 さ 　 と 　 カ 　 ー 　 ニ 　 バ 　 ル 

寸  劇 
梅津龍太郎主演 
（元四国放送アナウンサー） 

10月9日跣 

10月8日踞・9日跣・10日跼 10月8日踞・9日跣・10日跼 

12：00  JA市場町前スタート 

お楽しみ お楽しみ 

大抽選会開催 大抽選会開催 大抽選会開催 
午後4時より、特設ステージで開催 

先着1,000名様に 
10月9日、午前10時から 
大会本部で、お楽しみ抽選券を 
差し上げます！！ 

さらに、スピードくじで… が出ると 

同時開催 

【問い合わせ先】  市場町商工会事務局　蕁（0883）36－5577

●主催 市場大名行列実行委員会・市場やねこじき保存会 
●後援 阿波市・市場町商工会 

マグロの解体ショー 

10月9日豸予定表 

◎10：00～ 
大抽選券の配布（一人に一枚） 

◎12：00～ 
小学校鼓笛隊・大名行列出発（市場町農協前） 

◎12：50～ 
寸劇（竹虎堂本店前） 

◎15：00～ 
梅津龍太郎独演会（特設ステージ） 

◎15：30～ 
マグロ解体ショー（特設ステージ） 

◎16：00～ 
大抽選会（特設ステージ） 

市場町筋周辺 

と　き 

ところ 

401 
回 

401 
回 

市場名物 

雨天の場合 
●梅津龍太郎 
　　　寸劇・記念撮影 
（会場  市場中学校体育館） 

15型液晶カラーテレビ、 
ファンヒーター等、 
豪華景品多数 

15型液晶カラーテレビ 

ファンヒーター 

当り 

商品券300本を進呈！！ 商品券300本を進呈！！ 

※30数社参加有り 

郡民グランド 

マルナカ 
市場店 阿波市警察署 

阿波市市場支所 

市立図書館 

市場町 
商工会 

特設ステージ 

大名行列コース図 市場中学校 
体育館 

JA市場町 
12：00出発 

阿波病院 鳴門・池田線 

至鳴門 

至池田 

至川島町 
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阿
波
市
で
は
、
母
子
家
庭
の

母
の
職
業
能
力
の
向
上
と
求
職

活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、「
自

立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
を

支
給
し
ま
す
。
給
付
を
受
け
る

に
は
、
事
前
に
相
談
や
手
続
き

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
子
育
て
支
援
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
支
援
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
支
援
の
内
容
〕

母
子
家
庭
の
母
で
、
市
が
指
定
し

た
教
育
訓
練
給
付
講
座
を
受
講

し
、
教
育
訓
練
を
終
了
し
た
方
に
、

受
講
費
用
の
四
割
相
当
（
上
限
二

十
万
円
、
下
限
八
千
円
）
を
給
付

し
ま
す
。

〔
対
象
と
な
る
者
〕

事
業
の
支
給
対
象
者
は
、
母
子
家

庭
の
母
で
あ
っ
て
、
次
の
条
件
の

全
て
を
満
た
す
者
で
す
。

一．

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
か
、
又
は
同
様
の
所

得
水
準
に
あ
る
こ
と

二．
受
講
開
始
日
現
在
に
お
い
て
、

雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練

給
付
の
受
給
資
格
を
有
し
て
い

な
い
こ
と

三．

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

阿
波
市
で
は
、
市
内
に
住
所
が
あ

る
六
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
か
か
る
医

療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
の
受
給
の
申
請
に

は
、
左
記
の
も
の
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
手
続
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
お
す
ま
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
徳
島
県
外
の
医
療
機
関
等

で
治
療
を
受
け
た
と
き
や
、
治
療
用

補
装
具
の
代
金
を
支
払
っ
た
と
き

は
、
申
請
を
す
れ
ば
自
己
負
担
相
当

額
が
戻
っ
て
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

子
育
て
支
援
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

一
、
印
鑑

二
、
健
康
保
険
証

（
子
ど
も
さ
ん
の
分
）

三
、
所
得
課
税
証
明
書

（
本
年
一
月
二
日
以
降
に
転
入

さ
れ
て
き
た
方
の
み
）

※
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
波
市
福
祉
事
務
所

子
育
て
支
援
課
児
童
母
子
福
祉
係

（
市
場
支
所
）

蕁（
〇
八
八
三
）
三
六
―
六
八
一
三

※
阿
波
市
は
、
申
請
書
に
基
づ
き
、

受
給
要
件
の
審
査
を
行
い
、
該

当
す
る
と
き
は
「
受
講
対
象
講

座
指
定
通
知
書
」
を
通
知
し
ま

す
。

〔
受
講
後
に
行
う
給
付
金
の
申
請
〕

対
象
訓
練
を
修
了
し
た
後
に
、
修

了
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
カ

月
以
内
に
、「
支
給
申
請
書
」
を

提
出
さ
れ
ま
す
と
、
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

＊
必
要
と
な
る
添
付
書
類
等

一．

受
講
対
象
講
座
指
定
通
知
書

二．

教
育
訓
練
施
設
の
長
が
、
認

定
す
る
教
育
訓
練
修
了
証
明
書

三．

受
講
者
本
人
が
支
払
っ
た
教

育
訓
練
経
費
の
領
収
書

四．

母
名
義
の
銀
行
等
の
通
帳

こ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す

る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
波
市
福
祉
事
務
所

子
育
て
支
援
課
（
市
場
支
所
内
）

蕁（
〇
八
八
三
）
三
六
―
六
八
一
三

の
就
業
経
験
、
技
能
、
資
格
の

取
得
状
況
、
労
働
市
場
の
状
況

等
か
ら
判
断
し
て
、
当
該
教
育

訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
適
職
に

就
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

〔
対
象
と
な
る
講
座
〕

事
業
の
対
象
と
な
る
講
座
は
、
パ

ソ
コ
ン
・
簿
記
・
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得

な
ど
で
す
が
、
事
前
に
子
育
て
支

援
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

〔
支
給
額
〕

支
給
額
は
、
対
象
教
育
訓
練
の
受

講
の
た
め
に
本
人
が
支
払
っ
た
費

用
の
四
十
％
に
相
当
す
る
額
で
す
。

（
た
だ
し
、
そ
の
四
十
％
に
相
当

す
る
額
が
、
二
十
万
円
を
超
え
る

場
合
の
支
給
額
の
上
限
は
二
十
万

円
で
す
。
ま
た
、
八
千
円
を
超
え

な
い
場
合
は
訓
練
給
付
金
の
支
給

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
）

〔
受
講
前
に
行
う
手
続
き
〕

教
育
訓
練
給
付
金
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
受
講
開
始
前
に
あ

ら
か
じ
め
、
受
講
し
よ
う
と
す
る

講
座
に
つ
い
て
「
講
座
指
定
申
請

書
」
を
阿
波
市
に
提
出
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
必
要
と
な
る
添
付
書
類

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
そ
の
児
童

の
戸
籍
謄
本
（
こ
の
他
、
必
要
に

応
じ
て
提
出
す
る
書
類
が
あ
り
ま

す
）

十
月
は
介
護
保
険
料
第
三
期
の
納

期
で
す
。
お
手
元
の
納
付
書
で
忘
れ

な
い
よ
う
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
口
座
振
替
の
方
は
、
十
月

二
十
五
日
（
火
）
に
引
き
落
と
し
を

し
ま
す
の
で
、
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
口
座
振
替
に
し
ま
す

と
納
期
ご
と
に
納
め
る
手
間
が
省

け
、
納
め
忘
れ
る
こ
と
も
な
く
便
利

で
す
。
申
込
用
紙
は
各
金
融
機
関
窓

口
に
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
波
市
介
護
保
険
課

蕁（
〇
八
八
三
）
三
六
―
六
八
一
四

こ
ん
な
時
は
、
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
！

●
家
屋
を
新
築
、
ま
た
は
増
築
し
た

場
合
。

●
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
。

注
意：

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、

届
出
を
し
な
い
と
固
定
資
産
税
が

引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
登
記
・
未
登
記
に
か
か

わ
ら
ず
、
阿
波
市
資
産
税
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
波
市
資
産
税
課

蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
七
八
〇
八

お し ら せ

資
産
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

乳
幼
児
医
療
費
受
給
申

請
は
お
す
み
で
す
か
？

母
子
家
庭
自
立
支
援

給
付
金
事
業

介
護
保
険
課
よ
り
お
知
ら
せ

《
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
の

交
付
に
必
要
な
も
の
》
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お
客
様
が
使
わ
れ
た
水
量
を
正
確

に
検
針
す
る
た
め
毎
月
検
針
員
さ
ん

が
訪
問
し
て
い
ま
す
が
、
ご
家
庭
の

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
ま
わ
り
に
、

植
木
鉢
等
の
物
を
置
い
た
り
、ま
た
、

犬
が
い
て
近
寄
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
能
率
が
悪
い
だ
け

で
な
く
、
再
検
針
の
原
因
に
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
算
定
に
は
大
切
な
こ

と
で
す
。「
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

上
に
は
、
物
を
置
か
な
い
」
飼
い
犬

は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ

た
と
こ
ろ
に
つ
な
ぐ
」
と
い
っ
た
配

慮
で
、
メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

阿
波
市
で
は
、
毎
年
計
量
法
に
基

づ
き
、
一
定
の
期
間
を
経
過
し
た
水

道
メ
ー
タ
ー
を
無
料
で
お
取
替
え
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
市
の
委
託

業
者
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

取
替
期
間
　
平
成
十
七
年
十
月
か
ら

平
成
十
八
年
二
月
ま
で

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
超
過

料
金
か
ら
な
っ
て
お
り
、
検
針
月
の

翌
月
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
基

本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か
か
わ
ら

ず
い
た
だ
く
料
金
で
、
超
過
料
金
は

使
用
水
量
に
応
じ
て
い
た
だ
く
料
金

で
す
。

納
期
限
は
、
納
付
制
の
場
合
は
納

入
通
知
書
を
発
送
し
た
月
の
月
末
、

口
座
振
替
に
よ
る
場
合
は
毎
月
二
十

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
水
道
料

金
の
お
支
払
い
が
で
き
る
、
口
座
振

替
制
度
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
の
金
融

機
関
等
で
お
申
込

く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
が
な

い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
口

座
振
替
の
方
は
預

金
残
高
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
波
市
水
道
課

蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
七
八
〇
一

市
場
支
所
地
域
振
興
課

蕁（
〇
八
八
三
）
三
六
―
五
一
一
七

土
成
支
所
地
域
振
興
課

蕁（
〇
八
八
）
六
九
五
―
二
三
一
二

吉
野
支
所
地
域
振
興
課

蕁（
〇
八
八
）
六
九
六
―
三
九
六
五

お し ら せ

水
道
課
よ
り
お
知
ら
せ

水
道
の
検
針
に
ご
協
力
を

水
道
メ
ー
タ
ー
を

新
し
く
お
取
替
え
し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

阿波市では、国民健康保険の被保険者を対象に人間ドック事業を実施します。

申込方法は、自治会加入者は自治会を通じて回覧等で、個人の方は郵送で申込書をお送りしますので阿波市保険年

金課またはお近くの支所総合窓口課まで各個人でお申込みください。

1 申込期間 平成17年11月1日貂から平成17年11月15日貂�

2 受診資格
①平成１７年４月１日現在で、年齢が満３５才以上７５才未満（老人保健該当者は除く）の者

②申請からさかのぼり１年以上（平成１６年１１月１日以前に加入）国民健康保険の被保険者である者

③国民健康保険税を完納している者

3 人間ドックを実施する医療機関と受診時期および受診料

①徳島県農村健康管理センター〔阿波病院　西側〕（日帰り）…２４０名程度

平成１８年１月中旬～２月初旬 ３７,５８０円（個人負担額１９,６８５円）

②阿波病院（１泊２日）…………２０名程度　　

平成１８年１月中旬～２月初旬 ６５,７００円（個人負担額３４,４００円）

③麻植協同病院（１泊２日）……１０名程度　

平成１８年２月中旬 ６５,７００円（個人負担額３４,４００円）

※なお、申込者が多い場合は、先着順に締め切らせていただきます。

詳しいことは、阿波市保険年金課・国保係へお問い合わせください。

蕁（０８８３）３５－７８０５

阿 波 市 国 民 健 康 保 険 　 人 間 ド ッ ク 事 業
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下記の日程で、生涯学習講演会を行います。受講料は無料です。

申し込みの必要はありませんが、先着３００名様とさせていただきます。

●日　時 平成１７年１１月１３日豸 午後２：００～３：３０（１：３０開場）

●場　所 土成歴史館（阿波市土成支所前）

●講　師 落合 恵子氏（作家）

●演　題 「自分を生きる　いきいきと今」

【問い合わせ先】阿波市教育委員会生涯学習課　蕁（０８８）６９６－３９６８

生涯学習講演会のお知らせ

《プロフイール》 昭和20年栃木県生まれ。明治大学卒。詩とエッセイ、小
説で活躍する社会派の作家。日本文藝大賞女流文学賞、
日本ジャーナリスト協会奨励賞などを受賞。

生涯学習課では、２回目のパソコン教室を開催します。受講料は無料となっております。興味のある方はこの

機会にご参加ください。皆様のご参加をお待ちしております。

なお、ワード・エクセルの基本操作ができる方を対象としています。

●対 象 者 阿波市内在住で１８歳以上（学生は除く）

●講習場所 吉野スポーツセンター会議室

●お申込み方法 阿波市教育委員会生涯学習課へ電話またはファクッスで直接お申込みください。

蕁（０８８）６９６－３９６８　蕭（０８８）６９６－３２７７

パソコン教室開催のお知らせ

内　　　　　容 

デジカメを使ってはがき作成（ワード） 

家計簿を作ろう（エクセル） 

定員 ： 各コース先着15名（希望者が多い場合、1人1コースとさせていただきます。） 

講　習　日 

11月15日貂 16日貉 

11月17日貅 18日貊 

時　　　間 

19：00～22：00 

19：00～22：00

阿
波
市
誕
生
後
六

カ
月
が
経
過
し
、
旧

四
町
文
化
協
会
も
合

併
し
よ
う
と
い
う
気

運
が
高
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
各

文
化
協
会
の
間
で
、

準
備
委
員
会
を
設
置

し
、
話
し
合
い
を
進

め
て
き
た
結
果
、
阿

波
市
文
化
協
会
を
創

立
す
る
こ
と
に
な
り
、

去
る
九
月
一
日
、
市

場
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
創
立
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
三
〇
〇
人
近
く
の
会
員
が
出
席
し
、

盛
大
に
行
い
ま
し
た
。

文
化
協
会
の
目
的
は
、
町
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
文
化
薫
る

町
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
趣
味
を
同
じ
く
す

る
者
が
集
ま
り
、
技
能
の
向
上
と
親
睦
を
図
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
文
化
祭
を
メ
イ
ン
に
、
展

覧
会
、
芸
能
大
会
等
を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
文

化
協
会
の
会
員
は
、
一
三
〇
団
体
、
延
べ
二
〇
〇
〇
人
の
大
き

な
団
体
で
す
。
文
化
協
会
は
、
阿
波
市
の
地
域
文
化
発
展
に
努

め
市
民
文
化
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

《
お
知
ら
せ
》
十
一
月
三
日
（
木
）
・
四
日
（
金
）
・
五
日
（
土
）

各
旧
町
ご
と
に
、
文
化
協
会
主
催
の
文
化
祭
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
阿
波
市
文
化
協
会
会
長
　
山
下
　
新
市

蕁（
〇
八
八
三
）
三
六
―
四
〇
二
七

阿
波
市
文
化
協
会
発
足

阿
波
市
文
化
協
会
発
足

落合 恵子 さん

お し ら せ
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お し ら せ

『こころの風邪のようなもの』という言葉を聞いたことがないでしょうか。この言葉は、うつ病やうつ状態
を説明するときに使われます。誰にでもかかるかもしれない病気であり、ちゃんと治療すれば治るという意味
が含まれています。興味のある方は、気軽にご参加ください。
講演内容

1 テーマ　「うつ病を防ぎうつ病を治す」
〈講 師〉徳島大学 大学院ヘルスバイオサイエンス研究部精神医学分野　教授 大森 哲郎先生

2 テーマ　「たばこをやめてみませんか」～たばことうつ病の関係～
〈講 師〉鴨島保健所長 佐藤 純子
※精神保健パネル展示・作業所オリジナル品の展示即売　

●対　　象 鴨島保健所管内市民・関係機関（医療・福祉・職域・教育）当事者およびその家族など
●日　　時 平成１７年１１月１１日貊 午後１時３０分から午後４時（受付 午後１時～１時３０分）
●場　　所 吉野川市鴨島公民館（鴨島第一中学校北側）
●参 加 費 無　料
●問い合わせ先 鴨島保健所 健康対策係　蕁（０８８３）２４―１１１４

心の健康づくり講演会のご案内心の健康づくり講演会のご案内

総務省統計局
徳 島 県
阿 波 市

平成17年国勢調査《10月1日》
－数字から 明日の日本を 夢デザイン－

１０月１日貍に、全国いっせいに国勢調査を行います。
今回の国勢調査は、人口減少社会を迎えつつある我が国の人口・世帯の最
新の実態を明らかにし、国や都道府県・市区町村の行政の基礎資料として、
少子高齢社会への取組や皆さんのまちづくりなどにいかされます。
国勢調査の重要性をご理解いただき、ご協力をお願いします。

国勢調査は、日本にふだん住んでいるすべての人が対象となります。１０月１
日現在、その人が３カ月以上住んでいるか、住むことになっている場所で、世
帯ごとに調査を行います。
日本にふだん住んでいる外国の方も、調査の対象となります。

日本にふだん住んでいるすべての人が対象

調査は、次のような流れで、国勢調査員が調査票を各世帯に配布し、回収する方法によって行います。

調査のしくみ

９月下旬から１０月上旬にかけて、国勢調査員が皆さんのお宅へ、調査票の配布と回収にうかがいますのでご協
力をお願いします。

調査票の配布と回収

●法令に基づく利用
都道府県や市区町村議会の議員定数の決定、地方交付税の算定基準、市や指定都市の設置要件などは、法令
によって国勢調査の人口を用いることになっています。

●福祉施策や雇用対策など行政上の施策への利用
国や都道府県・市区町村における都市計画などの計画や経済政策、福祉施策、雇用対策、防災対策、生活環
境の整備など各種の行政の基礎資料として利用されます。

●将来人口の推計など行政の基礎資料や教育への利用
将来人口の推計、出生率などの人口分析、地理学・社会学・経済学などの学術研究のほか、小・中学校など
の教育用資料として利用されます。

調査結果の利用

総務省統計局 都道府県 市区町村 国勢調査指導員 国勢調査員 世　帯 
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お し ら せ

九
月
二
日

（
金
）、
セ
ン
ト

ラ
ル
ホ
テ
ル
鴨

島
に
て
、
「
平

成
十
七
年
度
公

正
採
用
選
考
人

権
啓
発
推
進
員

研
修
会
」
が
開

催
さ
れ
、
吉
野

川
公
共
職
業
安

定
所
管
内
の
事

業
所
約
七
十
社

の
推
進
員
さ
ん

と
、
川
島
高
校

人
権
部
の
生
徒
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
芝
原
生
活
文
化
研
究
所
代
表

の
辻
本
一
英
さ
ん
を
招
い
て
「
ば
あ
や
ん
の

ゾ
ウ
ス
イ
は
あ
っ
た
か
い
」
と
題
し
て
の
講

演
や
、
阿
波
木
偶
「
箱
廻
し
」「
三
番
叟
ま
わ

し
」
の
実
演
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
に
、
十
名
程
度
に
わ
か
れ
て
の
グ

ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
校
生
か

ら
、
企
業
の
代
表
の
方
ま
で
の
幅
広
い
年
代

層
か
ら
、
昔
の
企
業
な
ど
の
採
用
状
況
や
、

人
権
部
で
の
活
動
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

出
さ
れ
、
ま
た
、
会
場
か
ら
は
討
議
時
間
が

短
い
と
の
声
も
出
る
ほ
ど
、
活
気
の
あ
る
討

議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
毎
年
吉
野
川
公
共
職
業

安
定
所
の
呼
び
か
け
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
会
の
目
的
は
、
名
の
通
り
、
公
正

な
採
用
選
考
を
す
る
た
め
に
、
雇
用
主
の
皆

様
方
が
、
人
権
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
新
規
学
校
卒

業
予
定
者
の
採
用
、
一
般
の
採
用
に
か
か
わ

ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
採
用
に
お
い
て
、
本
人

に
責
任
の
な
い
事
項
や
、
本
来
自
由
で
あ
る

べ
き
事
項
を
基
準
と
す
る
こ
と
な
く
、
職
務

を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
適
正
・
能
力
を

基
準
と
し
て
採
否
を
決
定
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
。
依
然
と
し
て
就
職
差
別
に

つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
象
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
就
職
差
別
を
未
然
に
防
止
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
公
正
な
採
用
選
考
を
行

っ
て
い
た
だ
き
、
採
用
選
考
時
に
お
い
て
応
募

者
の
家
庭
状

況
等
を
調
べ

る
な
ど
の
身

元
調
査
は
行

わ
な
い
よ
う
、

雇
用
主
の
方

の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
求

め
、
積
極
的

な
取
り
組
み

を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

阿
波
市
人
権
課
蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
七
八
七
三

単身赴任の方、料理が好きな方・初めての方など、男性の方大いに厨房に入ってみませんか！
●と　　き 平成１７年１０月１６日豸 午前１０時～正午まで
●と こ ろ 阿波市市場公民館（市場中学校東側）（１階 調理室）
●定　　員 ２０人（申し込み順） ●参 加 料 無料
●講　　師 大栗淳子管理栄養士、西坂淳子管理栄養士
●献　　立 トンカツ・味噌汁・野菜サラダ・ご飯
●受付期間 平成１７年１０月１日～平成１７年１０月１２日

＊受付期間中定員になり次第締め切ります。
尚、料理教室終了後、男女共同参画の推進に関するアンケート調査（ＤＶ等

実態調査）を予定しています。
【申し込み・問い合わせ先】阿波市まちづくり推進課　蕁（０８８３）３５―４１１２

平成17年度 男の料理教室受講者募集について

公
正
採
用
選
考
の
取
り
組
み

「男女共同参画社会」とは、「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意志によって社会のあらゆる分野に

おける活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、社会的および文化的利益を享受することが

でき、かつ、共に責任を担うべき社会」です。すなわち、男女の人権が等しく尊重され、社会参加意欲にあふれ

た女性が自らの選択によって生き生きと活躍でき、男性も家事や子育てを楽しめる、お互いが支えあい、利益も

責任も分かちあえる、いわば、女性と男性のイコール・パートナーシップで築き上げるバランスのとれた社会像

です。

男女共同参画社会とは？
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お し ら せ

過
去
に
石
綿
含
有
製
品
を
製
造
し

又
は
取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
た
労

働
者
等
の
方
々
に
、
肺
が
ん
、
中
皮

腫
等
の
健
康
被
害
が
多
発
し
て
お

り
、
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

作
業
に
従
事
し
て
い
た
方
は
、
石
綿

に
ば
く
露
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
医
療
機
関
に

ご
相
談
の
上
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
等
に
よ
る
健
康
診
断
を
受
診
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い（
受
診
の
際
、

医
師
に
自
分
が
過
去
に
石
綿
に
係
る

作
業
を
行
っ
て
い
た
旨
お
伝
え
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
健
康
診
断
の
受
診
料

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
受
診

料
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
当
該
作
業

に
従
事
し
て
い
た
会
社
に
も
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。）。

笊
石
綿
鉱
山
ま
た
は
そ
の
附
属
施
設
に

お
い
て
行
う
石
綿
を
含
有
す
る
鉱
石

ま
た
は
岩
石
の
採
掘
、
搬
出
ま
た
は

粉
砕
そ
の
他
石
綿
の
精
製
に
関
連
す

る
作
業

笆
倉
庫
内
等
に
お
け
る
石
綿
原
料
等
の

袋
詰
め
ま
た
は
運
搬
作
業

笳
石
綿
製
品
の
製
造
工
程
に
お
け
る
作
業

蘆
石
綿
糸
、
石
綿
布
等
の
石
綿
紡
績

製
品

蘆
石
綿
セ
メ
ン
ト
ま
た
は
こ
れ
を
原

料
と
し
て
製
造
さ
れ
る
石
綿
ス
レ

ー
ト
、
石
綿
高
圧
管
、
石
綿
円
筒

等
の
セ
メ
ン
ト
製
品

蘆
ボ
イ
ラ
ー
の
被
覆
、
船
舶
用
隔
壁

の
ラ
イ
ニ
ン
グ
、
内
燃
機
関
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
シ
ー
リ
ン
グ
、
ガ
ス
ケ

ッ
ト
（
パ
ッ
キ
ン
グ
）
等
に
用
い

ら
れ
る
耐
熱
性
石
綿
製
品

蘆
自
動
車
、
捲
揚
機
等
の
ブ
レ
ー
キ

ラ
イ
ニ
ン
グ
等
の
耐
摩
耗
性
石
綿

製
品

蘆
電
気
絶
縁
性
、
保
温
性
、
耐
酸
性

等
の
性
質
を
有
す
る
石
綿
紙
、
石

綿
フ
ェ
ル
ト
等
の
石
綿
製
品
（
電

線
絶
縁
紙
、
保
温
材
、
耐
酸
建
材

等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
）
ま
た
は

電
解
隔
膜
、タ
イ
ル
、プ
ラ
ス
タ
ー

等
の
充
填
剤
、
塗
料
等
の
石
綿
を

含
有
す
る
製
品

笘
石
綿
の
吹
付
け
作
業

笙
耐
熱
性
の
石
綿
製
品
を
用
い
て
行
う

断
熱
若
し
く
は
保
温
の
た
め
の
被
覆

ま
た
は
そ
の
補
修
作
業

笞
石
綿
製
品
の
切
断
等
の
加
工
作
業

笵
石
綿
製
品
が
被
覆
材
ま
た
は
建
材
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
建
物
、そ
の
附

属
施
設
等
の
補
修
ま
た
は
解
体
作
業

笨
石
綿
製
品
が
用
い
ら
れ
て
い
る
船
舶
ま

た
は
車
両
の
補
修
ま
た
は
解
体
作
業

笶
石
綿
を
不
純
物
と
し
て
含
有
す
る
鉱

物
（
タ
ル
ク
（
滑
石
）、
バ
ー
ミ
キ
ュ

ラ
イ
ト
（
蛭
石
）、
繊
維
状
ブ
ル
サ
イ

ト
（
水
滑
石
））
等
の
取
扱
い
作
業

筐
笊
〜
笶
の
石
綿
ま
た
は
石
綿
製
品
を

直
接
取
扱
う
作
業
の
周
辺
等
に
お
い

て
、
間
接
的
な
ば
く
露
を
受
け
る
可

能
性
の
あ
る
作
業

健
康
診
断
の
結
果
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
で
一
定
の
症
状
（
両
肺
野

に
石
綿
に
よ
る
不
整
形
陰
影
が
あ

り
、
又
は
石
綿
に
よ
る
胸
膜
肥
厚
が

あ
る
こ
と
）
が
あ
る
場
合
等
は
、
徳

島
労
働
局
労
働
基
準
部
安
全
衛
生
課

に
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
健
康

管
理
手
帳
の
交
付
を
受
け
ら
れ
、
無

料
で
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
石
綿
肺
、
肺
が
ん
、
中
皮

腫
等
を
発
症
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ

が
業
務
に
よ
る
石
綿
ば
く
露
が
原
因

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
労
災
補

償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
次
の

「
中
皮
腫
」
・
「
原
発
性
肺
が
ん
」

の
労
災
認
定
基
準
に
基
づ
き
、
判
断

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
中
皮
腫
の
労
災
認
定
基
準

縡
石
綿
ば
く
露
労
働
者
に
発
症
し
た
胸

膜
、
腹
膜
、
心
膜
又
は
精
巣
鞘
膜
の

中
皮
腫
で
あ
っ
て
、
次
の
ア
ま
た
は

イ
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
業
務
上

の
疾
病
と
し
て
労
災
補
償
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

ア
じ
ん
肺
法
に
定
め
る
胸
部
エ
ッ
ク

ス
線
写
真
の
像
が
第
一
型
以
上
で

あ
る
石
綿
肺
の
所
見
が
得
ら
れ
て

い
る
こ
と

イ
次
の
（
ア
）
ま
た
は
（
イ
）
に
掲
げ

る
医
学
的
所
見
が
得
ら
れ
、
か
つ
、

石
綿
ば
く
露
作
業
へ
の
従
事
期
間

が
一
年
以
上
あ
る
こ
と

（
ア
）
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
、
胸

部
Ｃ
Ｔ
検
査
、
胸
腔
鏡
検
査
、

開
胸
手
術
ま
た
は
剖
検
に
よ

り
、胸
膜
プ
ラ
ー
ク（
胸
膜
肥

厚
斑
）
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

（
イ
）
肺
組
織
内
に
、
石
綿
小
体
ま

た
は
石
綿
繊
維
が
認
め
ら
れ

る
こ
と

縒
縡
の
ア
お
よ
び
イ
に
該
当
し
な
い
胸

膜
、
腹
膜
、
心
膜
も
し
く
は
精
巣
鞘

膜
の
中
皮
腫
ま
た
は
胸
膜
、
腹
膜
、

心
膜
お
よ
び
精
巣
鞘
膜
以
外
の
部
位

の
中
皮
腫
で
あ
っ
て
、
次
の
ア
ま
た

は
イ
に
該
当
す
る
事
案
は
、
厚
生
労

働
本
省
に
協
議
の
上
、
業
務
上
外
の

判
断
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ア
縡
の
イ
の
（
ア
）
ま
た
は
（
イ
）
に

掲
げ
る
医
学
的
所
見
が
得
ら
れ
て

い
る
事
案

イ
石
綿
ば
く
露
作
業
へ
の
従
事
期
間

が
一
年
以
上
で
あ
る
事
案

◎
原
発
性
肺
が
ん
の
労
災
認
定
基
準

漓
石
綿
ば
く
露
労
働
者
に
発
症
し
た
原

発
性
肺
が
ん
で
あ
っ
て
、
次
の
ア
ま

た
は
イ
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
業

務
上
の
疾
病
と
し
て
労
災
補
償
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

ア
じ
ん
肺
法
に
定
め
る
胸
部
エ
ッ
ク

ス
線
写
真
の
像
が
第
一
型
以
上
で

あ
る
石
綿
肺
の
所
見
が
得
ら
れ
て

い
る
こ
と

イ
次
の
（
ア
）
ま
た
は
（
イ
）
に
掲
げ

る
医
学
的
所
見
が
得
ら
れ
、
か
つ
、

石
綿
ば
く
露
作
業
へ
の
従
事
期
間

が
十
年
以
上
あ
る
こ
と

（
ア
）
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
、
胸

部
Ｃ
Ｔ
検
査
、
胸
腔
鏡
検
査
、

開
胸
手
術
ま
た
は
剖
検
に
よ

り
、胸
膜
プ
ラ
ー
ク（
胸
膜
肥

厚
斑
）
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

（
イ
）
肺
組
織
内
に
、
石
綿
小
体
ま

た
は
石
綿
繊
維
が
認
め
ら
れ

る
こ
と

滷
漓
の
ア
お
よ
び
イ
に
該
当
し
な
い
原

発
性
肺
が
ん
で
あ
っ
て
、
次
の
ア
ま

た
は
イ
に
該
当
す
る
事
案
は
、
厚
生

労
働
本
省
に
協
議
の
上
、
業
務
上
外

の
判
断
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

ア
漓
の
イ
の
（
ア
）
ま
た
は
（
イ
）
に

掲
げ
る
医
学
的
所
見
が
得
ら
れ
て

い
る
事
案

イ
石
綿
ば
く
露
作
業
へ
の
従
事
期
間

が
十
年
以
上
で
あ
る
事
案

な
お
、
石
綿
に
よ
り
発
症
す
る
疾

病
に
は
、「
中
皮
腫
」、「
肺
が
ん
」

の
ほ
か
に
、「
石
綿
肺
」、「
良
性
石

綿
胸
水
」、「
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
」

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

も
、
業
務
に
よ
る
石
綿
ば
く
露
が
原

因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
労
災

補
償
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、

徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
安
全
衛
生
課

蕁（
〇
八
八
）六
五
二
―
九
一
六
四
ま
で

石
綿
を
取
扱
う
作
業
等
に
従
事
し
て
い
た
方
は
、
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

石
綿
を
取
扱
う
作
業
等
に
従
事
し
て
い
た
方
は
、
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
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お し ら せ

行政相談は、国、県、市町村な

どの行政に関する苦情や要望、意

見などを聞いて、それらの解決を

図り、行政運営の改善に反映させ

るものです。

行政相談週間は、この制度を広

く国民の皆さんに普及し利用していただくために、全国一斉に実施しているものです。

行政相談委員が、徳島行政評価事務所の支援のもと相談所を開設します。

役所の仕事について、苦情がある、困っている、こうしてほしい、役所の説明や措置に納得がいかない、どこに相

談してよいか分からない、制度や仕組みが分からないなど、お気軽にご相談ください。

相談は無料で、秘密は固く守られます。

●相談内容

①道路（道路標識の見直し、凸凹の解消など） ②登記（相続のときの登記方法など）

③年金（遺族年金、国民年金の受給手続など） ④窓口の応対

【問い合わせ先】阿波市総務課　蕁（０８８３）３５－４１１１

10月17日豺から23日豸まで「行政相談週間」です。

開催場所 

土成農業者トレーニングセンター会議室 

阿波健康福祉センター  

吉野地域福祉センター  

市場総合福祉センター 

開催日 

10月20日貅 

10月24日豺 

10月25日貂 

10月26日貉 

担当行政相談委員 

尾形信之さん 

東端　孝さん 

尾闢正美さん 

山添弘至さん 

時　間 

13時30分～16時 

13時30分～16時 

13時30分～16時 

13時30分～16時 

一
、
ね
ら
い

土
砂
等
の
埋
立
て
等
（
注
一
）
に

つ
い
て
必
要
な
規
制
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
土
壌
の
汚
染
お
よ
び
水
質
の

汚
濁
並
び
に
災
害
の
発
生
を
防
止

し
、
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
と
と

も
に
県
民
の
生
活
の
安
全
を
確
保
し

ま
す
。

二
、
対
象
者

●
土
砂
等
の
埋
立
て
等
を
行
う
者

●
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
供
す
る

土
地
の
所
有
者
等

●
特
定
事
業
（
注
二
）
を
行
う
者

三
、
内
　
容

鴣
土
壌
基
準（
注
三
）に
適
合
し
な
い

土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
等
の
禁
止

土
壌
基
準
に
適
合
し
な
い
土
砂

等
を
使
用
し
て
土
砂
等
の
埋
立
て

等
を
し
、
ま
た
は
そ
の
た
め
に
土

地
を
提
供
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

鴟
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
崩
落

等
の
防
止

土
砂
等
の
埋
立
て
等
を
す
る
者

お
よ
び
そ
の
た
め
に
土
地
を
提
供

し
た
者
は
、
土
砂
等
が
崩
落
し
、

飛
散
し
、
又
は
流
出
し
な
い
よ
う

必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

鵄
特
定
事
業
で
あ
る
場
合
の
規
制

特
定
事
業
を
行
う
者
は
、
あ
ら

か
じ
め
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
許
可
を
受
け
た
者
は
、

土
砂
等
の
搬
入
の
届
出
、
土
壌
検

査
・
水
質
検
査
等
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

鴕
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
県
民
環
境
部
環
境
局

環
境
管
理
課
生
活
環
境
保
全
室

蕁（
〇
八
八
）
六
二
一
―
二
二
九
四

蕭（
〇
八
八
）
六
二
一
―
二
八
四
七

電
子
メ
ー
ル

kankyoukanrika@
pref.

tokushim
a.lg.jp

（
注
一
）
土
砂
等
の
埋
立
て
等

土
砂
等
（
土
砂
お
よ
び
こ
れ
に
混

入
し
、
ま
た
は
吸
着
し
た
物
）
に
よ

る
土
地
の
埋
立
て
、
盛
土
そ
の
他
の

土
地
へ
の
堆
積
を
す
る
行
為
。
た
だ

し
、
製
品
の
製
造
も
し
く
は
加
工
の

た
め
の
原
材
料
ま
た
は
試
験
、
検
査

等
の
た
め
の
試
料
の
堆
積
を
す
る
行

為
そ
の
他
次
の
施
設
に
お
け
る
行
為

を
除
く
。

①
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

受
け
た
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
ま

た
は
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

②
汚
染
さ
れ
た
土
砂
等
を
処
理
す
る

た
め
の
施
設
で
知
事
が
指
定
す
る

も
の

（
注
二
）
特
定
事
業

土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
供
す
る
区

域
以
外
の
場
所
か
ら
採
取
さ
れ
た
土

砂
等
に
よ
る
、
土
砂
等
の
埋
立
て
等

を
す
る
事
業
で
、
そ
の
区
域
の
面
積

が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

も
の
。

（
注
三
）
土
壌
基
準

土
砂
等
の
汚
染
状
態
の
基
準
。
人

の
健
康
を
保
護
し
、
お
よ
び
生
活
環

境
を
保
全
す
る
上
で
維
持
す
る
こ
と

が
必
要
な
も
の
と
し
て
、
化
学
的
検

査
を
根
拠
と
し
、『
環
境
基
本
法
』

に
基
づ
く
輊
土
壌
の
汚
染
に
係
る
環

境
基
準
輅
に
準
拠
し
た
基
準
値
を
定

め
て
い
る
。

十
月
一
日
よ
り
土
砂
等
の
埋
立
て
等
が

『
徳
島
県
生
活
環
境
保
全
条
例
』
の
規
制
対
象
に
な
り
ま
す

十
月
一
日
よ
り
土
砂
等
の
埋
立
て
等
が

『
徳
島
県
生
活
環
境
保
全
条
例
』
の
規
制
対
象
に
な
り
ま
す※市町村の定める条例で、3,000裃未満でも許可等が 

　必要な場合があります。 

事業区域外からの土砂等による埋立て等 

3,000裃未満 
※知事の許可不要 

3,000裃以上 
知事の許可が必要 

特 定 事 業 

土砂等の埋立て等 

あなたの声をお寄せください「秋の行政相談週間」
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◎こども映画会 
　14：00～15：43（阿波） 

吉野笠井図書館 
土成図書館 
市場図書館 
阿波図書館 

蕁（088）696－4686 
蕁（088）695－5385 
蕁（0883）36－6455 
蕁（0883）35－5101

◎こども映画会 
　14：00～15：19（阿波） 

◎こども映画会 
　14：00～（阿波） 

◎おはなし会 
　15：00～15：30（吉野笠井） 
◎ちぎり絵教室 
　13：00～（市場） 
◎ベルの会のおはなし会 
　14：00～14：30（阿波） 

◎ちぎり絵教室 
　13：00～（市場） 
◎阿波市読書振興協議会 
　研修会 
　10：00～11：50（市場） 

◎おはなしひろば 
　10：30～11：00（土成） 
◎お話し会 
　英語のお話しタイム 
　13：30～（市場） 

◎こども映画会 
　14：00～（市場） 

◎職業体験学習 
　〈市場中生〉（市場） 

◎職業体験学習 
　〈市場中生〉（市場） 
◎職業体験学習 
　〈阿波西高生〉（阿波） 

◎職業体験学習 
　〈阿波西高生〉（阿波） ◎ブックスタート 

〈3～4カ月検診対象児〉 
（土成保健センター） 
 

◎歴史講座 
　13：30～（市場） 
◎ブックスタート 
〈3～4カ月検診対象児〉 
（市場コミュニティセンター） 
 

◎古文書解読講座 
　10：00～（市場） 

休館日（全館） 

蔵書点検のため休館（阿波） 

蔵書点検のため休館（土成） 

蔵書点検のため休館（市場） 

休館日（全館） 

休館日（全館） 

休館日（全館） 

休館日（全館） 

休館日（全館） 

休館日（全館） 

蔵書点検のため、以下の日程で休館させていただきます。 
ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。 

　読書週間によせて、土成・阿波図書館では、読書感想文講演会に 
参加してくれた小学生の「読書感想文」を展示します。 

●土成図書館　10月25日貂～11月20日豸 
●阿波図書館　10月29日貍～11月13日豸 

　また、阿波図書館では、読書週間期間中に、図書を5冊借りた子ども 
たちにささやかなプレゼントをします。 

●阿波図書館　10月  4日貂～10月13日貅 
●市場図書館　10月19日貉～10月28日貊 

●土成図書館　10月18日貂～10月23日豸 

特別整理期間（休館日）のお知らせ 

10月27日貅～11月9日貉は、 
2005（第59回）「読書週間」です。 

今年の標語は「本を読んでる君が好き」 

資料整理日 
につき休館 
（全館） 

日 

2

9

16

23

土 

8

1

15

22

29

月 

3

10

17

24

30 31

火 

4

11

18

25

水 

5

12

19

26 27 28

木 

6

13

20

金 

7

14

21

阿波市立図書館  10月のカレンダー 阿波市立図書館  10月のカレンダー 

＊市場図書館からのお知らせ＊ 
●新刊図書が入りました。ご利用ください。 
●英語のお話しタイム…10月より市
場中学校ALT（英語指導助手）エヴ
ァン・ルビン（Avan Rubin）さんに
よる、英語の絵本の読み聞かせが始
まります。参加してみませんか？ 
10月2日豸 午後1時30分から 

雷や台風、地震など異常気象時などには、電線が切れて垂れ下がったりする事があり、全国においては、このよう
な電線に触れて感電したり、自転車やバイクが接触して転倒する等の事故が発生しています。また、看板やアンテナ
などが強風等で電線に接触した場合には漏電による感電や火災につながる恐れがあります。そこで
●看板やアンテナなど点検を行い、強風に備えましょう。
●台風などで、電線が切れたり・垂れ下がっているのを見つけたら絶対触れないで、
四国電力へ連絡してください。

●水に浸かった電気器具は、電気店で点検してもらってから使用してください。また、
ぬれ手では器具を触らないでください。

【問い合わせ・連絡先】四国電力譁 鴨島営業所　蕁（０８８３）２４－１１１７
フリーダイヤル（無料） ０１２０－５６４－５５２

災害に備えて、点検はお早めに！！



　インフルエンザが流行する季節が近づいてきました。インフル
エンザの予防には、予防接種が効果的です。市では予防接種を
下記のとおり実施しますので、希望される方は接種してください。 

A普通のかぜの症状は、のどの痛み、鼻汁、くしゃみや咳などが
中心で、全身症状はあまり見られません。しかし、インフルエ
ンザの症状は38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛などの
全身症状が強く、あわせて普通のかぜと同様ののどの痛み、
鼻汁などの症状もみられます。さらに、気管支炎や肺炎など
の合併症をおこしやすいので、体力のない高齢者や、乳幼児は、
特に注意が必要です。 

＊問診票は、医療機関にありますので、
説明書をよく読まれた上で記入し、体
調の良い時を選んで、受けましょう。 
＊ワクチン準備の都合がありますので、
医療機関に予約受付してから受けて
ください。 

平成17年11月1日（火）から12月24日（土）まで 
（祝日・日曜を除く） 

1人 500円（医療機関の窓口で支払ってください） 
生活保護を受けられている方は、無料です。 

市内の医療機関 

①６５歳以上の方。ただし、実施期間内に６５歳に
なられる方も対象です。 

②６０～６５歳未満で心臓・腎臓・呼吸器の機能に
身辺の日常生活が極度に制限される程度の障
害のある方。又、ヒト免疫不全ウイルスにより
免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程
度の障害のある方。（身体障害者手帳の写し
か医師の診断書が必要） 

Qインフルエンザと普通のかぜは、どう違うのですか？ 

A個人差はありますが、効果が現れるまでに通常2週間程度か
かります。日本でのインフルエンザの流行は、12月下旬から3
月上旬が中心になりますので、12月上旬までには、接種をすま
されることをおすすめします。 

Qインフルエンザのワクチンは、いつごろ接種するの
が効果的でしょうか？ 

※変更になる場合があります。当番医
あるいは、中央広域連合中消防署
蕁088－695－2149でご確認ください。 

休日夜間 
救急当番医 
休日夜間 
救急当番医 
休日夜間 
救急当番医 

当番医連絡先 当番医連絡先 当番医連絡先 

10月の健康だより 10月の健康だより ●保健事業のお問い合わせは 
　阿波市健康福祉部 健康推進課　TEL.0883－36－6815

インフルエンザ予防接種について 

1日貍 
2日豸 
3日豺 
4日貂 
5日貉 
6日貅 
7日貊 
8日貍 
9日豸 
10日豺 
11日貂 
12日貉 
13日貅 
14日貊 
15日貍 
16日豸 
17日豺 
18日貂 
19日貉 
20日貅 
21日貊 
22日貍 
23日豸 
24日豺 
25日貂 
26日貉 
27日貅 
28日貊 
29日貍 
30日豸 
31日豺 

阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
森下医院 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
村上医院 
阿波病院（内科のみ） 
重清内科外科 
中山医院 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
水谷クリニック 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
林内科医院 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
西川内科クリニック 
阿波病院（内科のみ） 
西川内科クリニック 
中山医院 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
重清内科外科 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
近藤医院 

医療機関名 
森下医院 
重清内科外科 
村上医院 
西川内科クリニック 
林内科医院 
近藤医院 
阿波病院 
中山医院 
水谷クリニック 

電話番号 
0883－35－5656 
0883－35－6160 
0883－35－6410 
0883－35－8080 
0883－35－6226 
0883－36－2011 
0883－36－5151 
088－696－4662 
088－696－5507

期 間  

対 象 者  

自己負担金 

実 施 場 所  
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献　　血 

日 

20日貅 

21日貊 

〃 

〃 

26日貉 

〃 

〃 

27日貅 

採血時間 

  9：30～11：30 

  9：00～10：30 

11：00～12：00 

13：30～15：00 

  9：30～10：30 

12：30～14：30 

15：20～16：30 

10：00～16：00

献血場所 

阿波市吉野支所 

阿波市市場支所 

阿波郡東部農協本所 

市場町農協 

阿波町農協愛農支所 

アワーズ 

阿波郡東部農協大俣支所 

阿波市役所（本庁） 

休日夜間 
救急当番医 
休日夜間 
救急当番医 

当番医連絡先 当番医連絡先 

10月の健康だより 10月の健康だより 10月の健康だより 
母子・乳児健診／相談 

日 

3日豺
 

 

4日貂 

6日貅 

〃 

11日貂 

18日貂 

20日貅 

25日貂 

26日貉 

受付時間 

13：30～14：00
 

 

12：40～13：00 

13：00～13：15 

13：30～13：45 

12：40～13：00 

12：40～13：00 

12：40～13：00 

12：40～13：00 

13：30～14：00

事業名 

乳幼児相談・育児教室 

“おはなし会” 

1歳6か月児健診 

股関節脱臼検診・離乳食 

股関節脱臼検診・離乳食 

乳児健診 

乳児健診 

2歳児健診 

3歳児健診 

乳幼児相談・育児教室 

“わらべ歌であそぼう” 

会場 

吉野H
 

 

吉野H 

阿波H 

吉野H 

土成H 

市場C 

阿波H 

市場C 

阿波H

予　防　接　種 

日 

13日貅 

受付時間 

13：00～13：30

事業名 

BCG

会場 

阿波H

健康happy相談 

日 

17日豺 

※健康相談は、お気軽に時間内においでください。 
※各種教室は、定員が限られておりますので、事前にお問い
合わせください。 

　広報阿波9月号でお知らせしました日程表を確認の上、裏面の問診票を記入しおいでください。 

受付時間 

13：30～15：00

事業名 

健康相談 

会場 

市場C

各種健康づくり教室 

日 

4日貂 

6日貅 

13日貅 

20日貅 

25日貂 

27日貅 

〃 

時　　間 

13：30～15：00 

13：30～15：30 

  9：00～12：00 

13：30～15：00 

13：30～15：00 

  9：30～11：30 

13：30～15：30

事業名 

健康リズム体操 

健康パワーアップ教室 

健康パワーアップ教室 

いきいき遊びりテーション 

健康リズム体操 

健康パワーアップ教室 

リフレッシュ講習 

会場 

市場C 

土成H 

土成H 

土成H 

阿波H 

土成H 

阿波H

糖尿病予防教室 

日 

4日貂 

5日貉 

12日貉 

19日貉 

時　　間 

  9：00～15：00 

  9：00～15：00 

  9：00～15：00 

  9：00～15：00

事業名 

糖尿病予防教室 

糖尿病予防教室 

糖尿病予防教室 

糖尿病予防教室 

会場 

土成H 

市場公民館 

阿波H 

吉野H

肺がん・結核巡回レントゲン検診 

日 

3日豺 

4日貂 

6日貅 

7日貊 

11日貂 

12日貉 

13日貅 

14日貊 

19日貉 

20日貅 

21日貊 

24日豺 

25日貂 

時　　間 

  9：30～15：30 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

実施地域 

阿波地域巡回検診
 

 

吉野地域巡回検診
 

 

 

土成地域巡回検診
 

 

 

 

 

市場地域巡回検診 

※会場のHは保健センター、Cはコミュニティセンターの略です。 

“巡回レントゲン検診”を受診しましょう！ 

広報阿波 2005.1019
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家庭用（電気式）生ゴミ処理機の購入補助金の

額は、①？万円が限度、また②購入価格の？分

の？以内でしょうか。①②？の数字は

正解は、本紙のどこかにあるよ！

本紙をよーく見てね。

はがきにクイズの答とあなたの住所・氏名・年

齢・電話番号を明記し、また、広報へのご意

見・ご感想をお書きいただきご応募ください。

正解者の中から、抽選で5名の方に図書券があ

たります。

〒771－1792 徳島県阿波市東原173番地

阿波市役所広報クイズ係　宛

10月17日豺必着

問　　題：

ヒ ン ト：

応募方法：

応 募 先：

締め切り：

※当選者の発表は、翌月の広報阿波に掲載いたします。

多数の方のご応募、お待ちしています。

9月号のクイズの正解は①平成17年10月1日②昭和56

年5月31日でした。正解者の中から抽選で、関口政子さ

ん（柿原）・富杉光子さん（秋月）・水田克子さん（南久保）・

吉田英子さん（西林）・外木宏明さん（神奈川県）5名の方が

当選されました。おめでとうございます。

広報クイズ 正解者5名に、
図書券があたるよ！
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編
集
室 

資源保護のためリサイクルしやすい 
大豆油インクを使用しています。 

阿波市のうごき 
■平成17年8月末日現在人口（住民基本台帳によるもの） 
　　男 ： 20,684人（△16） 
　　女 ： 22,337人（△5） 
　　計 ： 43,021人（△21） 
■世帯 ： 13,922戸（＋12） 
■出生 ： 21人（△8） 
■死亡 ： 35人（△1） 
■面積 ： 190.97裄 

平均年齢 
46.0歳 

阿波市 

（　）内は前月比 

ある夜、ぼくは金色に光るうさぎから、「おとう
ばん」と書かれた木のふだをもらった。すると、
黒マントのおじさんがあらわれて、ぼくとぬいぐ
るみのパフパフを星の世界へと連れて行ったん
だ。そして、「よるの
おとうばん」をする
ことに…「ながれ星
すくい」に「お日さ
まのそうじ」に、そ
れと、それと…とに
かくパフパフといっ
しょにがんばるぞ！

お子様の夢を育む絵本です。市内図書館で
貸出しもしています。
ぜひご覧になってください。

よるのおとうばん よるのおとうばん 
阿波市推薦図書 

住友　富美 著（阿波市吉田在住） 

第2回碧天えほんコンクール 
大賞受賞作 

第2回碧天えほんコンクール 
大賞受賞作 

広報阿波9月号記事の訂正並びにお詫び

Ｐ４　利用者負担第４段階

誤　○本人が住民税非課税の人

正　○世帯内に住民税を課税されている人がい

るが、本人が住民税非課税の人

Ｐ８　ソフトテニス（市場中学校）

誤　秋園　　美

正　秋園　恵美

Ｐ１３ 阿波市勤労青少年ホーム利用者

阿波市勤労青少年ホーム利用者協議会文のホー

ムページ URL http ://3w.to/qoo  は阿波市勤

労青少年ホームの利用者協議会のものでなく、

利用者個人のものを誤って掲載しましたので、

抹消し訂正します。


